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【 研究テーマ】  

日本の現代女性作家の作品における女性作家の視点と現代女性の表象をめぐって 

【研究結果】 

 本 研 究 で は 、 村 田 沙 耶 香 『 丸 の 内 魔 法 少 女 ミ ラ ク リ ー ナ 』 、 松 田 青 子 『 女

が 死 ぬ 』 、 小 川 洋 子 『 妊 娠 カ レ ン ダ ー 』 、 湊 か な え 『 告 白 』 と い う 現 代 女 性

作 家 の 作 品 を 通 じ て 、 女 性 の 「 語 り 」 及 び 、 表 象 に つ い て 考 察 し た 。  

村 田 沙 耶 香 『 丸 の 内 魔 法 少 女 ミ ラ ク リ ー ナ 』 で は 、 モ ラ ハ ラ に 苦 し む 女 性

が 主 人 公 と な り 、 女 性 同 士 の 団 結 と 助 け 合 い の 重 要 性 が 強 調 さ れ る 。 魔 法 少

女 の 変 身 は 、 困 難 を 克 服 す る 力 と 希 望 の 象 徴 で あ る と 同 時 に 、 家 父 長 制 社 会

で の 女 性 同 士 の 支 援 の 手 段 と し て も 機 能 し て い る 。  

次 に 、 松 田 青 子 の 『 女 が 死 ぬ 』 は 、 「 女 性 ら し さ 」 が い か に 社 会 に よ っ て

構 築 さ れ 、 長 年 に わ た り 継 承 さ れ て き た 様 子 を 多 様 な 女 性 像 を 通 し て 描 写 す

る 。 作 品 は 「 女 性 ら し さ 」 と 「 女 性 の 価 値 」 の 再 考 を 促 し 、 「 ミ ソ ジ ニ ー 」

の 家 父 長 制 社 会 に お け る 女 性 の 困 難 を 浮 き 彫 り に す る こ と で 、 女 性 た ち に エ

ン パ ワ ー メ ン ト を 与 え て い る 。  

小 川 洋 子 の 『 妊 娠 カ レ ン ダ ー 』 は 、 日 記 形 式 で 記 さ れ 、 「 妊 娠 」 と い う 一

般 に は 「 喜 ば し い 」 も の と さ れ る 現 象 を 新 た な 視 点 か ら 描 き 直 す 。 本 作 品 で

は 、 妊 娠 が 姉 妹 関 係 に 及 ぼ す 不 安 定 な 影 響 と 複 雑 な 妊 娠 の 過 程 が 描 写 さ れ 、

「 病 院 」 と 「 台 所 」 が 対 照 的 に 描 か れ る 。 つ ま り 、 病 院 が 「 母 に な る 空 間 」

で あ る 一 方 、 台 所 は 胎 児 に 害 を 及 ぼ す 可 能 性 の あ る 場 と し て 描 か れ る 。  

 湊 か な え の 『 告 白 』 は 一 見 ミ ス テ リ ー 形 式 を と る が 、 「 シ ン グ ル マ ザ ー

」 や 母 親 不 在 の 家 庭 問 題 を 扱 っ て お り 、 シ ン グ ル マ ザ ー の 苦 悩 と 支 援 の 必 要

性 が 浮 上 す る 。 母 親 不 在 の 影 響 は 家 族 内 の 関 係 と 子 供 の 成 長 に 複 雑 な 影 響 を

及 ぼ し 、 現 代 日 本 の 女 性 の 立 場 を 示 し て い る 。  

 以 上 の 作 品 は 、 家 父 長 制 や 社 会 的 偏 見 に 縛 ら れ た 「 女 性 ら し さ 」 と い う

概 念 を 再 考 し 、 女 性 の 生 き る 意 義 や 困 難 に つ い て 鋭 く 問 い か け て い る こ と が

明 ら か に な っ た 。 ま た 、 女 性 の 多 様 な 生 き 方 と 連 帯 の 意 義 を 描 き 、 女 性 の 生

き 方 や 価 値 観 の 再 構 築 を 促 し て い る と い え る 。  
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 研究成果の公表について(予定も含む） 

口頭発表（題名・発表者名・会議名・日時・場所等） 

1.Piyanuch Wiriyaenawat.“Female Imagery in “The Woman Dies” by Matsuda 

Aoko” (The 4th IAFOR International Conference on Arts & Humanities in Hawaii 

(IICAH2024))The Hawai'i Convention Center,Hawaii,United States,Wednesday 3 - 

Sunday 7January 2024. (In English) 

2.Piyanuch Wiriyaenawat.“Subverting Femininity and Maternal Spaces: An 

Analysis of Gestation and Domesticity in Yōko Ogawa’s Pregnancy Diary” 

(The 5th IAFOR International Conference on Arts & Humanities in Hawaii 

(IICAH2025))The Hawai'i Convention Center,Hawaii,United States,Friday 3 - 

Tuesday 7 January 2025. (In English)（Notification of Acceptanceを拝受した。

一月上旬に発表する予定。） 

 

 

論文（題名・発表者名・論文掲載誌・掲載時期等） 

1.Piyanuch Wiriyaenawat.“The Presentation of Female Imagery in The Woman 

Diesby Matsuda Aoko” (2024).The Journal of Liberal Arts, Thammasat 

University.24(2).p.222-248. 

2.Piyanuch Wiriyaenawat.“ 村 田 紗 耶 香 「 丸 の 内 魔 法 少 女 ミ ラ ク リ ナ ー 」 に お

け る 魔 法 少 女 の 機 能 を め ぐ っ て 」 （ 投 稿 す る 予 定 ）  

 

 

書籍（題名・著者名・出版社・発行時期等） 

 

 

 


